
 

 

 

住み続けられる 
まちづくりは 
なぜ大切か 
 

 

目標の内容は何ですか。 

 

都市を包摂的、安全、強靭かつ

持続可能にすることです。 

 

なぜ、この目標が設定された

のですか。 

 

世界人口の半数にあたる 35 億

人は現在、都市で暮らしています

が、この数は増加を続ける見込

みです。大半の人々の未来は都

市部にあるため、貧困、気候変

動、医療、教育など、人類が直面

するいくつかの最大の課題への

解決策は、都市で見つけねばな

りません。 

現在、都市が直面する喫緊

の課題には、どのようなもの

がありますか。 

 

不平等は大きな懸念となってい

ます。スラムの住民は 8億 3,300

万人を数えますが、その数は増

え続けています。都市のエネル

ギー消費と汚染も懸念すべき問

題です。地球上の陸地面積のわ

ずか 3%に相当する都市が、エネ

ルギー消費量の 60～80%、炭素

排出量の 75%を占めているから

です。人口密度と立地条件により、

気候変動や自然災害の影響を受

けやすい都市も多いため、人的、

2030年まで

に、50億人が

都市で暮らす

ことになる 

と予測されてい

ます。 



社会的、経済的な損失を回避す

るためには、都市のレジリエンス

構築が欠かせません。 

 

私は都市に住んでいますが、

こうした問題の影響はまった

く受けていません。なぜ関心

を寄せるべきなのですか。 

 

これらの問題はいずれも、やがて

はあらゆる市民に影響することに

なります。不平等は社会不安や

治安の悪化をもたらし、汚染はあ

らゆる人の健康を損ない、労働

者の生産性を通じて経済に影響

を与え、自然災害はあらゆる人

のライフスタイルを破壊しかねな

いからです。 

 

都市の自然成長を放置した

ら、どうなりますか。 

 

ずさんな都市化計画の代償は世

界のあらゆるところで、巨大化す

るスラム、交通の混乱、温室効果

ガスの排出、郊外の無秩序な拡

大という形で姿を現しています。

スラムは GDP と平均寿命を低下

させます。私たちは持続可能な

行動を選択することにより、すべ

ての市民が人間らしい生活を送

り、都市の生産力の一要素として、

環境を損なうことなく、豊かさや

社会的安定を共有できるような都

市の構築を選択することになる

のです。 

 

持続可能な実践の導入に

は、多額の費用がかかるの

ですか。 

 

得られる恩恵に比べれば、費用

はごくわずかです。例えば、機能

的な公共交通網の整備にはコス

トがかかりますが、経済活動や生

活の質、環境、そしてネットワーク

化された都市の全体的な成果と

いう点で、計り知れない恩恵が得

られます。 

 

この目標を達成するため、私

には何ができるのですか。 

 

• あなたの街のガバナンスと管

理に積極的な関心を持ってく

ださい。 

 

• あなたのコミュニティーで何が

うまく行き、何がうまく行かな

いのかを把握してください。 

 

• あなたが必要と考える都市の姿

を積極的に発信してください。 

 

• あなたが住む建物、通り、地

域に関するビジョンを持ち、そ

のビジョンに基づき行動してく

ださい。十分な雇用はありま

すか。身近なところに医療は

ありますか。あなたの子ども

は安全に通学できていますか。

夜間、家族と一緒に街を歩く

ことはできますか。最寄りの公

共交通機関まで、どれだけの

距離がありますか。大気の環

境はどうですか。共有のパブ

リック・スペースはどうですか。

あなたのコミュニティーでより

よい条件を整備できれば、生

活の質にもそれだけ大きな影

響を及ぼすことができます。 

 

目標 11 をはじめ、持続可能な開

発目標についてさらに詳しくは、

こちらをご覧ください。 

http://www.unic.or.jp/activities/e

conomic_social_development/s

ustainable_development/2030a

genda/ 
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責任ある消費と 
生産はなぜ大切か 

 

 

目標の内容は何ですか。 

 

持続可能な消費と生産のパター

ンを確保することです。 

 

なぜ、この目標が設定された

のですか。 

 

今後 20 年間に、全世界でさらに

多くの人々が中間層に加わると

見られています。個人的な豊かさ

という点で、これは朗報ですが、

すでに制約を受けている天然資

源に対する需要が増すことも事

実です。私たちの消費と生産の

パターンを変えるための行動を

起こさなければ、環境に取り返し

のつかない損害を与えてしまい

ます。 

 

現状の消費と生産のパター

ンは、どのような点で変える

必要があるのですか。 

 

ちょっとした変化で、社会全体に

大きな効果をもたらせる消費の

側面は数多くあります。例えば毎

年、生産される食料全体の約 3

分の 1 に相当する 13 億トン（約

1 兆ドル相当）が、消費者や小売

業者の元で開封されないまま腐

ったり、ずさんな輸送や収穫によ

って傷んだりして廃棄されていま

すが、企業はこれについて対策

を講じる必要があります。 

世界人口が

2050 年まで

に 96億人に 

達するとすれ

ば、現在のライ

フスタイルを維

持するために、

ほぼ 3つの
惑星が必要に

なります。 



消費者に関して言えば、家計は

世界全体のエネルギーの 29%を

消費し、それによる CO2 排出量

の 21%を占めています。しかし、

世界中の人々が電球を省エネ型

に変えれば、毎年 1,200 億米ド

ルが節約できることになります。

水の汚染も、持続可能な解決策

を必要とする緊急の課題です。

私たちは自然が川や湖で水を再

生、浄化できるよりも速いスピー

ドで、水を汚しているからです。 

 

企業として、私には何ができ

るのですか。 

 

持続可能な消費と生産のパター

ンを可能にする新たな解決策を

見つけることは、企業の利益とな

ります。製品のライフサイクルと

いう点でも、また、それがライフス

タイルに取り込まれた場合にどの

ような影響を及ぼすかという点で

も、製品とサービスが環境と経済

に与える影響をもっとよく理解す

る必要があります。“バリューチェ

ーン”の中で、「ホットスポット」を

特定することが大切な第一歩で

す。というのは、そこでは介入に

よってシステム全体としての環境

と社会への影響を緩和する可能

性が最も高まるからです。企業は

また、そのイノベーション能力を

活用し、個人がより持続可能なラ

イフスタイルを選択することを可

能にし、動機づけすることで、影

響を緩和し、福祉を改善すること

もできます。 

 

一人の消費者として、私には

何ができるのですか。 

 

主として 2 つの方法があります。

それは、1. あなたが出すゴミを

減らすことと、2. 何を買うかにつ

いてよく考え、可能な場合には常

に、持続可能なオプションを選ぶ

ことです。 

 

ゴミの減量は、食料を無駄にしな

いことから、海洋の大きな汚染源

となっているプラスチックの消費

を減らすことまで、さまざまな方

法で実行できます。再利用可能

なバッグを持ち歩き、プラスチック

製のストローの利用を断り、ペッ

トボトルのリサイクルを行うことは

いずれも、日常的に責任を果た

すためのよい方法です。何を買う

かについて、情報に基づいて購

入を行うことも役に立ちます。例

えば、繊維産業は現在、農業に

次いで第 2 の水質汚染源となっ

ているだけでなく、開発途上地域

の労働者を搾取しているファッシ

ョン企業も多くあります。持続可

能な地元の商品を買うことができ

れば、変化を起こすだけでなく、

企業に対して持続可能な実践を

採用するよう圧力をかけることも

できます。 

 

目標 12 をはじめ、持続可能な開

発目標についてさらに詳しくは、

こちらをご覧ください。 

http://www.unic.or.jp/activities/e

conomic_social_development/s

ustainable_development/2030a

genda/ 
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